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１．目標

�テーマ　生命と環境

　サブテーマ　身近なことから考えよう

�学年目標

　身近なことから生命と環境に関する課題を自分で設定

し、考え、調べ、体験的な活動を通じてより深く研究し

ていく過程で、�に挙げる2つの力を伸ばすことをねら

いとする。

�伸ばしたい力

１）深く理解し、考え、発表する力（Ｂ）

２）自分の生き方について考える力（Ｅ）

２．学習方法
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３．評価方法

�研究集録等の記述による評価

�研究発表の観察による評価

�生徒による自己評価

�友達による評価

　

　それぞれの場面でＢとＥの力を測る。

４．活動内容

第１回　４月１４日

オリエンテーション

第２回　４月１６日

林間学校事前学習�

第３回　５月１１日

林間学校事前学習�

　　　　５月１３日～１５日　林間学校

〔林間学校での様子〕

第４回　５月２８日

ブレインストーミング

第５回　６月１１日

個人研究テーマの決定�

第６回　７月２日

個人研究テーマの決定�

夏休み　調べ学習

第７回　１０月１日

フィールドワーク準備�

第８回　１０月２２日

フィールドワーク準備�

第９回　１１月５日

フィールドワーク準備�

第１０回　１１月１２日

フィールドワーク

第１１回　１１月１６日

生命と環境

　第２節　中学２年生

松　本　真　一・飯　島　幸　久
今　村　敦　司・佐　藤　愛　子
石　川　久　美

【抄録】　中学２年生の総合人間科では、林間学校での野外学習などの体験を通じて、生命と環境につながる「個人テー

マ」を各自で設定し、調べ学習、フィールドワークを行い、研究収録及びレポートにまとめ発表する。今年度は特に

自分の生活における身近なところに目を向けて、課題を設定した。
【キーワード】　生命と環境　林間学校　自然　身近なこと　繋がり　共生
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フィールドワークお礼状書き

第１２回　１１月２６日

フィールドワークのまとめ

冬休み　研究集録下書き作成

第１４回　１月２１日

研究集録執筆

第１５回　３月４日

研究成果の発表会

〔研究発表会での様子〕

第１６回　３月１１日

まとめのワーク

５．個人テーマと訪問先

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

ＦＷ先テーマ

愛知県警　警察本部総務
課　刑事部

鑑識と犯罪捜査

南山園（安城市藤井町南
山）

風茶くんのしくみ

東山動物園保護色を持つ動物

日本臓器移植ネットワー
ク中日本支部

臓器移植法を考える

愛知県農業総合試験場クローン牛について

名城大学　農学部海の食物連鎖と環境

環境省中部地方環境事務
所

中部地方の生物多様性の
現状

名古屋大学大学院生命農
学研究科

水田の自然と環境

香りの学校ＬＩＶＥ色彩心理学と人の気持ち

名古屋文理短期大学咀嚼を考える

名古屋大学大学院教育発
達科学研究科

性格形成

東山動物園あなたが殺している

中部電力
火力発電所のエコ活動（こ
れからの電気について）

名古屋大学大学院理学研
究科

Do you know 脳

東山動物園人の「心」と動物の「心」

東山動物園動物の体の色について

名古屋港水族館
帰巣本能とは　�ウミガ
メの生態と環境�

名古屋大学大学院環境学
研究科

寿命　�環境と食生活が
及ぼす影響�

名古屋大学大学院理学研
究科

水

日本国際飢餓対策機構　
愛知事務所

飢餓による子供たちの被
害

ペットタウン　ベストフ
レンド

アニマルセラピー

名古屋ライトハウス点字の普及と現状

ＦＷ先テーマ

名古屋大学大学院環境学
研究科

砂漠化

名古屋音楽大学音楽と人の心

名古屋大学大学院生命農
学研究科

クローンと食料

名古屋大学大学院教育発
達科学研究科

人格の発達と変化

中部大学
リサイクルしてはいけな
い！？

名古屋大学大学院理学研
究科

第六感の脳

金城学院大学芸術療法学
科

音楽療法

トヨタ名古屋自動車大学
校

車と環境
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中学２年生　生命と環境

ＦＷ先テーマ

名古屋大学大学院教育発
達科学研究科

小学校の教育環境と将来
への影響

中部電力グリーン電力

名古屋大学大学院教育発
達科学研究科

国民性

名古屋大学大学院教育発
達科学研究科

働く女性と心理学

名古屋大学留学生相談室
日本になじむための“環
境”

名古屋大学大学院生命農
学研究科

里山

名古屋大学大学院環境学
研究科

大気

名古屋音楽大学音楽と心理学

名古屋大学大学院経済学
研究科

環境経済学

プリウスのチーフエンジ
ニア

ハイブリッド自動車

名古屋市博物館
くらしの知恵　�大昔の
生活�

転出素敵な町の魅力

庄内川河川事務所川の水

名古屋大学大学院生命農
学研究科

ハチの減少

名古屋大学大学院工学研
究科

未来の「生命と環境」を支
える最先端工学技術

トヨタ名古屋自動車大学
校

エコカーについて

臓器移植ネットワーク生と死の境　�脳死�

名古屋市立大学　医学部再生医療

中部電力　電気の科学館新エネルギーについて

環境科学研究所
排気ガスが環境に与える
影響

東山動物園動物�絶滅危惧種たち�

市役所
特定外来生物�昔はいな
かった生物�

ＦＷ先テーマ

名古屋大学農学部生物環
境科学科森林生態生理学

光合成と環境

名古屋大学生物機能開発
利用研究センター

植物の環境に対する適応
能力

国際医学技術専門学校脳科学�睡眠・記憶・学習�

トヨタ名古屋自動車大学
校

エコカーについて

動物愛護センターのら犬・猫

名古屋大学生物機能開発
利用研究センター

植物育種学

愛知県庁　環境部　自然
環境課

絶滅危惧種

名古屋大学大学院環境学
研究科

ＣＯＰ１０とＣＯＰ１５の関
係

鍋屋上野浄水場
水道水の味�なぜおいし
い水、まずい水がある？�

hoyu株式会社総合研究所髪の毛について

東山動物園生物と進化

名古屋市立大学薬学部
医療に関わる人々 vol.２　
�薬の研究開発�

名古屋フィルハーモニー
オーケストラ

音楽は人にどんな影響を
与えるのか

瑞穂保健所食中毒

名古屋港水族館魚の奇形と海洋汚染

名古屋市上下水道局掘留
分室

下水処理

メタウォーター水不足問題を解決！！

名古屋大学大学院環境学
研究科

色彩心理学

愛知淑徳大学新型うつ病

千種警察署中学生の心理�非行少年�

名古屋大学大学院生命農
学研究科

ハチの減少

日本国際飢餓対策機構飢餓と環境問題

名古屋大学博物館化石燃料
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６．成果と課題

�生徒の自己評価

１）１年生の頃と比べて、普段、漠然と疑問に感じる

ことや関心を持ったことを、深く理解しようとする

姿勢が強くなった。

Ａ．あてはまる １３％

Ｂ．ややあてはまる ５６％

Ｃ．どちらともいえない ２１％

Ｄ．あまりあてはまらない １０％

Ｅ．あてはまらない ０％

２）１年生の頃と比べて、すでに知っていることや、

新しく知ったことを基に、自分でさらに考えようと

する姿勢が強くなった。

Ａ．あてはまる １８％

Ｂ．ややあてはまる ４４％

Ｃ．どちらともいえない ２８％

Ｄ．あまりあてはまらない １０％

Ｅ．あてはまらない ０％

３）自分の興味・関心と“生命と環境”に関する問題

とを結びつけられるようになった。

Ａ．あてはまる ４４％

Ｂ．ややあてはまる ３３％

Ｃ．どちらともいえない １５％

Ｄ．あまりあてはまらない ５％

Ｅ．あてはまらない ３％

４）“生命と環境”と自分の生き方との繋がりを感じる

ことができた。

Ａ．　あてはまる ２６％

Ｂ．　ややあてはまる ２６％

Ｃ．　どちらともいえない ２１％

Ｄ．　あまりあてはまらない ８％

Ｅ．　あてはまらない ５％

５）林間学校で体験したことを、本年度の自分の研究

で活かすことができた。

Ａ．あてはまる １３％

Ｂ．ややあてはまる １５％

Ｃ．どちらともいえない ３３％

Ｄ．あまりあてはまらない ２１％

Ｅ．あてはまらない １８％

６）１年生の頃と比べて、ＦＷでは、目的に合った質

の高い質問をすることができた。

Ａ．あてはまる ２６％

Ｂ．ややあてはまる ４９％

Ｃ．どちらともいえない １８％

Ｄ．あまりあてはまらない ０％

Ｅ．あてはまらない ５％

７）発表では、自分が新しく知ったことや感じたこと・

考えたことを、要点をまとめて話すことができるよ

うになった。

Ａ．あてはまる １０％

Ｂ．ややあてはまる ３８％

Ｃ．どちらともいえない ２８％

Ｄ．あまりあてはまらない １８％

Ｅ．あてはまらない ５％

８）他の人の発表を聞いて、自分や発表者以外の他の

人との繋がりを感じたり、自分の視野が広がるのを

感じた。

Ａ．あてはまる ２６％

Ｂ．ややあてはまる ４４％

Ｃ．どちらともいえない １８％

Ｄ．あまりあてはまらない １０％

Ｅ．あてはまらない ３％

 （小数第１位を四捨五入）

�生徒の感想（抜粋）

１）生徒Ａ　男子

　一年間の学習を通じて初めて総人が楽しいと思っ

た。去年までは課題をクリアすることで精一杯でや

らされている感じになっていた。しかし今年は余裕

が生まれた分、自分で考えて行動することができ

た。自分で何でもすることの楽しさを感じることが

できた。

　フィールドワークも今年は迷子になりかけたこと

以外、成功と言える内容だったと思う。去年は質問

と質問の間に沈黙が生まれてしまって相手にフォ

ローしてもらった。しかし、今回は自分からどんど

ん突っ込んで話をすることができた。それは２度目

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

ＦＷ先テーマ

東山動物園
絶滅した動物はなぜ絶滅
したのか？

挙母祭り保存会
祭りによる地域の環境の
変化と地域の文化

千種警察署少年犯罪

パナソニックショールー
ム名古屋

最先端のecoライフ

愛知国際病院ホスピス　�看取る医学�
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のフィールドワークであることもそうだが、知識の

差でもあるのだと思う。フィールドワーク先の先生

の著書はだいたい読破して挑んだため、質問に困る

ことはなかったのだ。下調べの大切さもわかった、

一年だった。

２）生徒Ｂ　女子

　一年間で感じたことや考えたことは、やはり時間

が少なかったことです。１年生の頃と比べ、時間が

流れるのがとてもはやかったです。インフルエンザ

騒動などもあり、たいへんでした。また、テーマが

大きいので本当にこのテーマでよいのか疑問に思っ

たこともありました。しかし、愛知県で来年ＣＯＰ

１０が開催されるので、その開催までにどのようなこ

とについて話されるのかなど知りたくなりました。

調べているうちに思ったことは、情報の多さです。

今、ホットな話題なだけに情報は多いのですが、多

いのがよいという訳でなく、自分の知りたい事柄に

ピントが合わないことに苦労しました。

　そして発表を聞いていて思ったことは、自分の

テーマと関わりのないことがないことです。もちろ

ん、自分のテーマと似たようなテーマの人でもあま

り似ていないテーマの人でもです。こんなに大きな

テーマの中でもすべてはつながっているんだと思い

ました。

３）生徒Ｃ　女子

　今年は去年よりもすっごく難しいなぁ、、、と思い

ました。『生命と環境』についてなんて、考えたこと

もなかったし、総人の授業がなかったら考えること

すらなかったです。しかしどうせ一年研究するのな

ら、自分が興味があって将来役に立つものにしたい

と思いました。

　研究を始めて苦労したことは、資料がとても少な

いこと。学校の図書館、市の図書館にもテーマに

あった本はありませんでした。しかし今思えば、

もっといろんな見方をして様々な本を読んでも良

かったと思います。

≪中略≫

　この一年総人をやって、「もっと知りたい！！」と

いう気持ちが一年生の頃よりもずっと強くなりまし

た。自分の興味あること、知りたいと思うことを調

べていくのは、楽しいことなんだと思うことができ

ました。来年も意欲を持って取り組めたらいいで

す。

�まとめ

　中学２年生の基本的な学習形態は個人の設定した

テーマに沿って行う個人研究が主体になっている。個

人で研究した内容を全体でシェアする機会が年間を通

じて十分に取れなかった。生徒の感想・反省から読み

取れるように、研究の前半や中盤にその時点での研究

成果や取り組みを発表し合う機会があれば、自分の取

り組みに足りないものや、別の角度からのアプローチ

に気づくことができるであろう。また、研究発表会は

各２０人程の少人数グループに分かれて行ったが、発表

の技術を磨くのであればこの人数もしくはそれ以上の

人数の方が適しているかもしれないが、発表者と聞く

側の人間のコミュニケーションをより活発にさせるに

は、より少人数のグループが望ましいと考える。しか

し、教員の人数や場所の制限があるので、工夫が必要

である。

　林間学校と総合人間科とのつながりについて、アン

ケート結果を見る限りその関連性が強いとは言い難

い。最初から林間学校と総合人間科を切り離して林間

学校に参加している生徒もいるが、関連させようとは

試みてみたが、自分のテーマと上手くリンクさせるこ

とができなかったという生徒も少なくない。林間学校

の内容にもさらなる工夫と、林間学校以外にも、「生命

と環境」につながる体験的な学習の機会を作れたらと

感じる。

　生徒はこの総合人間科の授業を通じて、自分の興味

のあることから、研究する楽しさを感じているが、教

員側は過年度の反省を活かしつつ、マンネリ化しない

ように常に新しいアイディアを出して工夫し続けるこ

とが必要であろう。

 （文責　松本真一）

中学２年生　生命と環境




